
研究展望

金沢大学における図形画像処理研究の現況について

図形画像処理研究開発小委員会委員長小島一彦

コンピュータ利用をパターン表示やパターン認識の領域に拡張しようとするコンピュータグラフィ

ックスの研究がハードウェアおよびソフトウェアの両面からおし進められつつある。コンピュータで

求められた結果を具体的に示す目的から図形表示しようとする試みや、画像データそのものを処理し、
画質改善する試みなど研究範囲も広く、処理件数も増加している。

図形画像は線図、濃淡画像およびカラー画像と、さらに高分解能、多段階表示などと多様化が著し

く、ハード的に－つの機器にすべての機能を含めることは困難であり、それぞれ特色のある機器の整

備充実が望まれていろ。また、ソフト面でも研究者相互間の協力により、情報交換の場をもつことで

汎用図形画像処理プログラムライブラリーの作成に向けて、今後一層の図形画像処理に関する研究の
進展が望まれる。

そこで、金沢大学における図形画像処理に関する現時点での研究概要をご紹介する機会が与えられ

ましたので、関係各先生の御協力を得て、それぞれのご研究の現状報告を以下のようにとりまとめさ
せていただきました。

記載もれや簡単化による不十分な点がありましたらお許し願います。なお、詳細な点については、
各先生に御連絡の上、情報交換願えれば幸いです。

研究概要

〔工学部：土木・建設系〕

多種多様の計算結果をその目的にあった形に図形表示することにより、有効な情報を得ている。

ｏＦＦ－ＬＩＮＥＰＬｏＴＴＥＲを用いた橋梁の自動製図や有限要素法解析結果の図形処理、パソ
コンによる実験結果の図形表示も行なっている。
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橋梁の自動設計及び自動製図用プログラムの開発

構造物の有限要素法による解析とその結果の図形処理
〃

日本語ラインプリンタ（ＮＬＰ）を用し､た集計プログラムの開発

小地域区分データの図形処理プログラムの開発

強制通気時の堆肥化学反応に伴う堆肥層内の温度、湿度、水分、酸素濃度、二酸
化炭素濃度の経時的変化
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不確定性を考慮した各種総合評価手法のコンピュータシミュレーションによる特飯田恭敬
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性分析と相互比較

ＩＭＳ図形処理法を用いた交通圏の設定とその構造分析に関する研究
〃

交通量変動特性の図形処理と統計分析

〃

構造物基礎一地盤系の復元力特性及び減衰力特性の図イヒ

橋梁の地震応答時刻歴図

液状化時のライフライン系の応答図

〃

パソコンを用いた液状化実験における地中埋設管ひずみの図ｲﾋ表示

〃

重複反射理論を用し、た地盤動特性の評価と波動推定に関する２次元表示
〃

常ﾛ寺微動観測結果による波動の非定常性の３次元表示
〃

有限要素法によるコンクリート舗装物の解析

有限要素法による地盤の塑性流動と破壊挙動の解析

等価単純はりを用いた連続はりの解析

〔工学部：機械工学系〕

現在、実験データならびにシミュレーション結果の図形表示、と

ラフィックデイスプレーを駆使して対話処理、動画処理を行なう。

今後グ出力に関するものが多いが、

｢機械構造物の図形入力による動的応答解析システム」

,ライトペンとキーボードより機械モデルの構造と要素データを入力し、それら

要素からなる全体系の動的シミュレーションおよび動特性の定式化を行なう

｢ローダの応答解析とその三次元図形出力」

･ローダの３次元的ふれまわり応答のシミュレーション

｢有限要素法の対話型自動入、出力システムの開発」

･ＦＥＭの自動要素分割法を対話型で行ない、かつその出力をグラフィカルに実

現するシステムの開発研究
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尾田十八 ｢光弾性縞パターンより破壊力学パラメータを求める自動システムの開発」

･光弾性等色線縞パターンをデジタル化したデータを用いてそれよりＫ値等の破

壊力学パラメータを自動的に求めるシステムの開発研究）

｢有限要素法による弾性体の動的応力及び変位分布の評価システム」

･衝撃荷重下での弾性体に生ずる解析、図形表示し、強度評価を自動的に実施す

るシステムの開発）

｢密閉空間内非定常自然対流熱伝達」

･流線と等温分布の経時性についての図形出力

「ミスト冷却に関する顕微鏡写真の画像処理」

･消滅微小液滴の局所度数分布および分散度について顕微鏡写真の処理

｢ディーゼル機関の燃焼解析」

･入力データおよび解析結果の図形出力

山崎光悦

林勇二郎

滝本昭

林勇二郎

滝本昭

瘡師信彦

高本与志久

〔工学部：電気・電子系〕

おもな画像処理および２次元信号データの処理は次のようである。とくに画像処理機器への要望は

高速、高精細度のハードコピー装置およびカラー高精細度画像表示装置の導入希望が強い。
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音波、超音波、マイクロ波など各種のホログラフィ手法における映像再生法、な

らびに音源、電波源などの信号源の探査

〃

〃

〃

ＲＩ画像等劣ｲﾋ画像の画質改善用ならびに地震波等２次元信号の処理用の２次元

ディジタルフィルタの設計

３次元ガウス形ビーム波の電離層中伝搬と空間分布の解析

〃

〃
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